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 要  旨 
近年の技術革新により，プリント基板の高密度化・大規模化が進むにつれ，品質管理の一つの
工程としてプリント基板に不良が含まれていないかを検査する必要が増加している．そのため，
生産されたプリント基板の不良を如何に効率的に検出するかが重要な課題となっている．プリン
ト基板の不具合を検査する装置として，画像処理技術による自動検査(AVI: Automated Visual 
Inspection)とプローブを用いたボードテスタが一般に用いられている．前者に関する研究は多数
行われているが，後者に関する研究はあまり行われていない． 
本研究はプローブを用いたボードテスタを対象に，プリント基板上の二点間が実際に正しく結
線しているかを検査する導通検査と，ネット間の検査点が電気的につながっていないことを検査
する絶縁検査を扱う．先行研究では，導通・絶縁検査を効率的にスケジュールする問題について，
検査点が特定の配線パターンの場合のみを扱っている．しかし，実際のプリント基板の配線パタ
ーンが多数あるため，様々な配線パターンのプリント基板に対応する必要がある． 
本研究では特定の配線パターンに限定されない導通・絶縁検査のスケジューリング問題におい
て，巡回セールスマン問題との類似性に着目した発見的解法に基づき，導通・絶縁検査それぞれ
の解法を提案する． 
導通検査では，ネット内の導通が確保できる最小限の連結グラフに着目した定式化を示し，検
査点が小さいネットについて得られた厳密解を分析した．より多くの検査点を持つネットに対し
て，検査ペアと検査順序を求める Greedy 法と，Greedy 法によって得られた検査ペアの検査順序
を 2-opt 法によって改善する方法を提案し，得られた近似解の分析を行った．後者の解法は比較
的に良い解が得られた． 
絶縁検査における検査ペアの選出について，プリント基板全体の検査点に対する平均に最も近
い点をネットの代表点として選ぶ方法と，各ネット間で最も近いペアを検査ペアとする方法につ
いて実験を行った．結果として，前者の方法は各ネットの代表点を全体の検査点の平均に近づか
せることによって，検査範囲が縮小し，プローブの移動時間の短縮につながった． 
 
 
